


























(別表）

取締役
候補者の
氏名

役　　職 選　　　任　　　理　　　由

炭井 孝志 代表取締役社長

炭井孝志氏は代表取締役として豊富な経験と実績に基づく指導力と決
断力をもって経営にあたり、当社を東証１部指定にするとともに、700億
円企業にまで成長させてまいりました。以上のことから今後も経営に関
する管理・監督を適切に遂行できると判断し、同氏を取締役候補者に選
任しました。（第60回定時株主総会）

前田 広司
取締役

副社長執行役員

前田広司氏は取締役就任以来、生産部門長として当社メーカー機能を
牽引するほか、購買本部、品質保証本部、海外事業本部等の様々な分
野の経営課題を解決してまいりました。以上のことから今後も職務を適
切に遂行できると判断し、同氏を取締役候補者に選任しました。
（第60回定時株主総会）

木佐貫 富博
取締役

専務執行役員

木佐貫富博氏は取締役就任以来、販売部門長代行として手腕を発揮す
る一方、関連事業部門や、業務本部、商品本部等多岐に渡り管掌取締
役として当社の事業規模拡大に貢献してまいりました。以上のことから今
後も職務を適切に遂行できると判断し、同氏を取締役候補者に選任しま
した。（第60回定時株主総会）

村田 隆 取締役

村田隆氏は取締役就任以来、経営企画室長、財務経理本部長、品質保
証本部管掌取締役として当社の経営の根幹を支えるとともに、情報シス
テム本部管掌取締役として危機管理体制の強化に努めてまいりました。
以上のことから今後も職務を適切に遂行できると判断し、同氏を取締役
候補者に選任しました。（第60回定時株主総会）

坂田 啓
取締役

常務執行役員

坂田啓氏は長年に渡る販売部門での要職としての豊富な経験、幅広い
見識に加え、平成21年4月より執行役員として職務を遂行し、当社の売
上拡大に多大な貢献をしてまいりました。以上のことから職務を適切に
遂行できると判断し、同氏を取締役候補者に選任しました。
（第60回定時株主総会）

中川 基夫 社外取締役

中川基夫氏は経営者としての豊富な経験、幅広い見識に加え、既に平
成27年６月23日から２年間にわたり当社の社外取締役として、公正かつ
客観的な立場に立って適切な意見をいただいており、今後も引き続き社
外取締役として適切な意見をいただけることを期待して取締役候補者に
選任しました。（第60回定時株主総会）

吉江 由美子 社外取締役
吉江由美子氏は食品化学、食品分析学分野研究の専門家として長年の
経験を通じて広範な知見を有しており、その知見を当社の経営に活かし
ていただくため、取締役候補者に選任しました。（第60回定時株主総会）

取締役・監査役候補者の個々の選任理由



監査役
候補者の
氏名

役　　職 選　　　任　　　理　　　由

阿萬 浩二 常勤監査役

阿萬浩二氏は当社の厚木工場長、品質保証本部長、CSR室長等の要職
を歴任する一方、ISO認証の責任者として社内ルールの構築及び浸透に
尽力してきました。以上のことから監査役としての職務を適切に遂行でき
ると判断し、同氏を監査役候補者に選任しました。
（第59回定時株主総会）

千葉 豊 常勤監査役

千葉豊氏は当社の品質保証本部及び生産部門において長年にわたり
品質管理の実効性確保を支えてきました。以上のことから監査役として
の職務を適切に遂行できると判断し、同氏を監査役候補者に選任しまし
た。（第59回定時株主総会）

田原 常之 社外監査役
田原常之氏は税理士としての豊富な経験と専門知識を有しております。
監査役としての職務を適切に遂行できると判断し、同氏を監査役候補者
に選任しました。（第59回定時株主総会）

白井 隆明 社外監査役
白井隆明氏は大学教授としての専門知識・見識等を有しております。監
査役としての職務を適切に遂行できると判断し、同氏を監査役候補者に
選任しました。（第59回定時株主総会）

渡辺 仁司 社外監査役
渡辺仁司氏は警視庁入庁以来、長年にわたる警察官としての豊富な経
験と幅広い見識を有しており、その見識を当社の経営に活かしていただ
くため、監査役候補者に選任しました。（第60回定時株主総会）



(別紙１）

氏名 中川　基夫（なかがわ　もとお）

略歴 昭和44年4月 株式会社日本興業銀行入行

平成11年6月 昭和産業株式会社執行役員

平成17年6月 昭産商事株式会社代表取締役社長

平成24年6月 当社監査役

平成27年6月 当社取締役（現任）

氏名 吉江　由美子（よしえ　ゆみこ）

略歴 平成9年7月 東京水産大学水産学部食品生産学科助手

平成19年4月 国立大学法人東京海洋大学海洋科学部助教

平成22年4月 学校法人東洋大学生命科学部食環境科学科教授

平成25年4月 学校法人東洋大学食環境科学部食環境科学科教授（現任）

平成29年6月 当社取締役（現任）

氏名 田原　常之（たわら　つねゆき）

略歴 昭和43年4月 金沢国税局入局

平成16年7月 国税庁長官官房東京派遣主任国税監察官

平成18年7月 本郷税務署署長

平成19年7月 国税庁退官

平成19年8月 田原常之税理士事務所開設（現任）

平成28年6月 当社監査役（現任）

氏名 白井 隆明（しらい　たかあき）

略歴 平成8年10月 東京水産大学助教授

平成25年10月 東京海洋大学特任教授（現任）

平成28年6月 当社監査役（現任）

氏名 渡辺　仁司（わたなべ　ひとし）

略歴 昭和43年4月 警視庁入庁

平成18年2月 目白警察署副署長

平成19年3月 神田警察署署長

平成20年9月 警視庁退職

平成20年10月 公益財団法人日本防災通信協会東京都支部支部長

平成26年10月 株式会社マキノ祭典顧問（現任）

平成29年6月 当社監査役（現任）

<企業価値検討委員会　フロー>

 　　大規模買付行為が発生

　      独立組織 　   ・買付行為の内容の確認

　      外部委員会    　・ルールの遵守の検討

   　・各種法令適否の検討

 開　催    　・取締役会への勧告の決定

     　 助言

取　締　役　会

<企業価値検討委員会委員>

（社外取締役２名）

（社外監査役３名）

　企業価値検討委員会



（別紙２）

株主割当により新株予約権を発行する場合の概要

１．新株予約権付与の対象となる株主及びその発行条件

　　　取締役会で定める割当日における最終の株主名簿又は実質株主名簿に記載又は記録

　　された株主に対し、その所有株式（ただし、当社の有する当社普通株式を除く。）１株につき

　　１個の割合で新株予約権を割当てる。

２．新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　　　新株予約権の目的となる株式の種類は当社普通株式とし、新株予約権１個当たりの目的と

　　なる株式の数は１株とする。

３．発行する新株予約権の総数

　　　新株予約権の割当総数は、当社取締役会が別途定める数とする。取締役会は複数回にわ

　　たり新株予約権の割当を行うことがある。

４．各新株予約権の発行価額

　　　無償とする。

５．各新株予約権の行使に際して払込みをなすべき額

　　　各新株予約権の行使に際して払込みをなすべき額は１円以上で取締役会が定める額とする。

６．新株予約権の譲渡制限

　　　新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要するものとする。

７．新株予約権の行使条件

　　　議決権割合が２０％以上の特定株主グループに属する者に新株予約権の行使を認めない

　　ことを新株予約権の行使の条件として定める。新株予約権の行使条件の詳細については、

　　当社取締役会において別途定めるものとする。

８．新株予約権の行使期間等

　　　新株予約権の行使期間、その他必要な事項については、取締役会において別途定めるも

　　のとする。



(参　考）

１． 発行可能株式総数 33,500,000株

２． 発 行 済 株 式 総 数 16,476,000株 （自己株式493株を含む。）

３． 株 主 数 8,624名

４． 大 株 主

所有株数（株） 持株比率（％）

1,525,000      9.26

1,407,600      8.54

757,000         4.59

620,700         3.77

577,200         3.50

559,200         3.39

559,000         3.39

491,000         2.98

450,000         2.73

448,000         2.72

 当社株式の状況（平成30年9月30日現在） 

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社

株 主 名

一 般 財 団 法 人 旗 影 会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

株 式 会 社 テ ィ ー ア ン ド エ ー

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行

キ ッ コ ー マ ン 株 式 会 社

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行


